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　任期満了に伴う役員選挙が行われ、理事・監事とも全選挙区において、無投票で当選者が決定しましたので紹介
します。
　今回の選挙では、新人理事が４名、新人監事が１名当選しました。
　就任初日の８月１日に新役員による理事会が開催され、金野忠德氏が代表理事組合長に再任されました。副組合
長には金平練一氏と近藤貢氏が選任されました。
　また、同日開催の監事会において、田村利満氏が代表監事に再任されました。
　尚、今回就任された役員の任期は、令和４年８月１日から令和７年７月31日までの３年間となっています。
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役員改選結果

第
一
選
挙
区　
定
数
３

八　
峰　
町

第
三
選
挙
区　
定
数
３

能
代
市
（
旧
二
ツ
井
町
）

第
二
選
挙
区　
定
数
３

能
代
市
（
旧
能
代
市
）

第
四
選
挙
区　
定
数
２

藤　
里　
町

第
五
選
挙
区　
定
数
４

三　
種　
町

　
こ
の
新
体
制
の
も
と
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の
利
益

を
最
優
先
と
し
て
組
合
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
従
前
に
も

増
し
て
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

代表監事

田村　利満
八峰町峰浜

第
一・二
選
挙
区　

定
数
１

八
峰
町
、能
代
市（
旧
能
代
市
）

第
三・四
選
挙
区　
定
数
１

能
代
市（
旧
二
ツ
井
町
）、藤
里
町

第
五
選
挙
区　
定
数
１

三　
種　
町

理　事（総定数15）

監　事（総定数３）

監　事

佐々木修司
三種町森岳

監　事

佐藤　髙志
二ツ井町切石

勇
退
さ
れ
た
方

理
事
：
加
藤
　
徳
道

（
三
種
町
上
岩
川
）

監
事
：
畠
山
　
利
勝

（
二
ツ
井
町
小
繋
）

　
長
い
間
、
組
合
経
営
及
び

監
査
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
四
年
度
の
役
員
改
選
で
、
白
神
森
林
組

合
代
表
理
事
組
合
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
金
野

忠
德
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

当
組
合
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
に
入
っ
て
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
が
り

三
年
目
と
な
り
ま
す
。
予
防
接
種
な
ど
の
対
策

が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
向
に
収
束
さ
れ
な
い

ば
か
り
か
、
未
だ
増
減
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
海
外
で
は
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
五
ケ
月
に
な
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
も
一
向
に
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
益
々

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
影
響
が

我
々
の
必
需
品
で
あ
る
食
料
・
燃
料
を
始
め
諸

物
価
の
高
騰
を
招
き
、
世
界
中
が
イ
ン
フ
レ
で

日
常
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
一

日
も
早
く
終
結
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
世
情
で
は
あ
り
ま
す

が
、
咋
年
の
森
林
・
林
業
を
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
我
々
に
と
っ
て
は
、
多
少
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
海
外
で
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
貿
易

制
限
等
の
影
響
も
あ
っ
て
原
木
丸
太
の
輸
入
が

入
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
国
産
材
の
需
要
が

増
え
て
丸
太
の
価
格
が
こ
れ
ま
で
よ
り
凡
そ

二
〇
％
程
度
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

　

次
に
本
年
度
に
入
り
、
秋
田
県
の
森
林
・
林

業
に
と
っ
て
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
、
新

植
再
造
林
の
低
迷
に
つ
い
て
も
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
少
々
ふ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
森
林
は
昭
和
三
〇
～
四
〇
年
代
に
か

け
て
国
有
林
・
民
有
林
を
問
わ
ず
拡
大
造
林
で

苗
木
を
植
え
て
か
ら
五
〇
～
六
〇
年
を
経
過
し

て
い
る
た
め
収
穫
期
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

当
白
神
森
林
組
合
に
対
し
て
も
、
組
合
員
の

方
々
か
ら
立
ち
木
を
皆
伐
し
て
欲
し
い
と
の
要

請
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
切
っ
た
後
で

植
林
す
る
所
有
者
が
随
分
と
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
幾
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
皆
伐
し

た
際
に
は
、
あ
る
程
度
の
収
入
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
の
新
植
や
下
刈
り
な
ど
に
相
当
の

費
用
が
掛
る
た
め
に
純
利
益
が
少
な
過
ぎ
る
と

い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
費
用
対
効
果
で
計
算
す
る

と
間
に
合
わ
な
い
と
言
っ
た
理
由
で
新
植
す
る

所
有
者
が
少
な
い
状
況
が
長
年
続
い
て
き
て
い

ま
す
。（
全
国
的
に
も
同
じ
傾
向
）

　

近
年
の
秋
田
県
の
現
状
は
、
皆
伐
面
積

一
三
〇
〇
ha
（
秋
田
県
の
国
有
林
を
除
い
た
民
有

林
の
年
間
の
皆
伐
面
積
）
に
対
し
て
新
植
再
造

林
の
面
積
は
三
〇
〇
ha
と
四
分
一
程
度
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
県
内
の
山
か
ら

は
ス
ギ
の
木
が
減
少
し
て
い
き
秋
田
県
の
経
済

に
も
大
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
現
状
に
危
機
感
を
も
っ
た
こ
と
か
ら
、

秋
田
県
や
秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
等
の
林
業

関
係
団
体
が
基
金
を
拠
出
し
、
新
植
す
る
所
有

者
に
対
し
て
一
ha
に
つ
き
三
万
円
、
そ
れ
に
県

単
独
の
助
成
五
万
円
が
あ
り
ま
す
の
で
計
八
万

円
の
補
助
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
各
市
町
村
で
の
嵩
上
が
あ
る
外
、
当

組
合
で
も
独
自
で
助
成
金
を
出
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
所
有
者
負
担
が
ほ
ぼ
「
ゼ
ロ
」
で
新
植

再
造
林
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
県
で
は
毎
年
新
植
面
積
を
増

や
し
て
い
き
令
和
七
年
度
に
は
四
〇
〇
ha
に
ま

で
引
き
上
げ
、
更
に
五
年
後
に
は
皆
伐
面
積
の

五
〇
％
ま
で
も
っ
て
い
く
計
画
を
樹
て
て
い
ま

す
。（
五
五
〇
運
動
）

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
丸
太
の
需
要
の
拡

大
で
す
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
秋
田
県
の
森

林
の
蓄
積
（
山
に
生
え
て
い
る
立
木
の
量
）
は

一
億
九
千
万
㎥
で
全
国
一
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
秋
田
県
の
森
林
の
年
成
長
量

（
樹
木
の
一
年
間
に
成
長
す
る
量
）
は
凡
そ

三
〇
〇
万
㎥
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
一
年
間

に
伐
採
し
て
い
る
丸
太
の
量
は
半
分
以
下
の

一
三
〇
万
㎥
で
す
。

　

預
貯
金
に
例
え
て
言
え
ば
元
本
に
手
を
つ
け

な
く
て
も
利
息
だ
け
で
秋
田
県
の
森
林
は
循
環

し
て
い
け
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
こ
の
よ
う
に
豊
富
に

あ
る
森
林
資
源
も
買
主
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で

切
れ
ば
切
る
ほ
ど
供
給
過
剰
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
買
主
中
心
の
値
段
で
取
引
さ
れ
、
全

組
合
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　
金
　
野
　
忠
　
德

国
の
丸
太
市
場
に
お
い
て
は
数
年
間
も
最
低
水

準
の
価
格
で
取
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
っ
て
、
五
年
前
に
米

代
川
流
域
の
素
材
生
産
を
し
て
い
る
鹿
角
・
大

館
北
秋
田
・
能
代
、
山
本
市
町
村
の
素
材
生
産

業
者
と
森
林
組
合
等
三
五
社
が
中
心
と
な
っ
て

協
同
組
合
を
組
織
し
、
中
国
に
丸
太
の
輸
出
を

始
め
た
訳
で
す
。（
こ
の
時
点
で
は
未
だ
法
人
化

は
し
て
い
な
か
っ
た
が
昨
年
十
一
月
に
法
人
化
）

　

で
も
、
日
本
一
を
誇
る
品
質
の
秋
田
ス
ギ
を

丸
太
の
ま
ま
で
輸
出
し
た
の
で
は
、
芸
の
な
い

こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
製
品
に
し
て
付
加
価
値

を
付
け
て
県
外
や
海
外
へ
輸
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
高
く
売
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
地
元

に
も
新
た
な
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済

に
と
っ
て
も
大
い
に
プ
ラ
ス
と
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
一
昨
年
三
五
社

の
仲
間
が
相
談
を
し
て
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
大
手
製
材
会
社
「
中
国
木
材
株
式
会
社
」

の
誘
致
に
向
け
、
能
代
市
を
始
め
能
代
商
工
会

議
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
数
回
の
交
渉
を

経
て
、
同
社
を
能
代
工
業
団
地
へ
誘
致
す
る
こ

と
に
同
意
を
得
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
新
聞
等
で
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
通
り
で
す
が
、
造
成
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
て
、
令
和
六
年
一
月
に
は
試
運
転
を

始
め
、
六
月
か
ら
本
格
的
に
稼
働
す
る
計
画
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

本
格
的
に
稼
働
が
始
ま
る
と
、
森
林
伐
採
を

始
め
、
そ
の
後
の
植
付
・
下
刈
等
こ
れ
ま
で
以

上
に
山
の
仕
事
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
地
域
森

林
の
適
切
な
利
用
・
保
全
と
組
合
経
営
の
更

な
る
発
展
に
向
け
て
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
・

ご
協
力
に
つ
い
て
衷
心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

3



　７月26日（火）に秋田市ＡＮＡクラウンプラザホテル秋田において、再造林推進総決起大会が開催
されました。今年度から、県の再造林支援事業と民間で立ち上げた「あきた未来へつなぐ再造林基金」
が一体となり森林所有者への再造林補助金支援体制が整ったことを受けて、森林資源の循環利用と
カーボンニュートラルの実現に貢献する再造林推進に向け、秋田県内の林業・木材産業関係者及び趣
旨に賛同する企業など140名ほどが一堂に会し総意の結集を図りました。

組合員変更等の届出
忘れていませんか？

※以上の各種手続きに関する届出用紙は、
本所・各支所にありますが、ご連絡いた
だければ用紙を送付いたします。

組合員名義変更・組合員加入届・相
続加入届・組合員住所変更届は、随
時受付いたしております。

再造林推進総決起大会が開催されました

　下刈作業の効率化、作業員の労力軽減並びに安全性
の確保のため、９月中を目途に２台導入予定です。
　傾斜角度45度まで作業可能であるため、作業効率の
向上に期待しています。

「ハイブリッドラジコン草刈機」
を導入します！

刈幅700㎜最大出力18.2PS

　上記以外についても、お気軽に森林組合
へお問合せください。

☎（0185）54－9300

緊急時   スマホで
走行操作が可能に‼

組合員の皆様の
ご相談にお応えします

こんなお悩みはございませんか？

◆�スギ苗を植えたばかりなのに冬の間、
雪で倒れてしまった木（折れてしまっ
た木）がそのままになっている。何と
かしたいけれどどうしたらいいかな？

◆�自宅の庭先の木が枯れてしまった。
　どうしよう…。

◆�県外に住んでいて所有林の状況を確認
できない。組合に管理を任せられない
だろうか？

◆�所有林にスギ苗を植えたいけれど、
　どうしたらいいか分からない。

◆�自宅の敷地内にある大きな木が邪魔だ
から伐ってもらえないだろうか？

◆�所有林のスギ林をきれいにしたいけど、
補助事業で何とかできないだろうか？

新機能
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